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講義5
本学におけるオープンなエスノグラフィの試み

エスノグラフィの研究データ管理入門：オープンサイエンス時代のなかで
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文部科学省

「AI等の活用を推進する研究データエコシステム構築事業」

データ管理基盤（GakuNin RDM）データ検索・公開基盤（CiNii、JAIRO Cloud）
機関リポジトリOUKA データを貯める、管理する
論文やデータを公開できる、検索できる

データのエコシステムが
循環する



人文社会系質的研究・フィールド調査系に共通する
ユースケースの提案

データエコシステム事業

連携
＋

相互的
な不足
機能

の抽出

GakuNin RDM

大阪大学

エスノグラフィ・ラボ

研究データストレージ

機関リポジトリ

Open Ethnography

• エスノグラフィの研究データ：
フィールドノート（テキスト、写
真や映像）

• 分析⇒論文作成のサポート
• 研究データ共有・公開促進
• 応用分野融合の促進

保存

広範囲な公開・アクセス

デザイン、建築、
教育、都市計画、

etc.

一般参加者、
ステークホルダー

学外・応用分野

人文社会系質的研究・フィールド調査系に適した
エコシステムの追求

生成

限定的な共有／公開

オープン・エスノグラフィ：

GakuNin RDMと連携したデータ管理ソフトウェアによる質的研究のコラボレーションとオープンデータ化の研究
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プロセスドキュメンテーションの実験

２０２２

２０２３

• エスノグラフィの研究ライフサイクルというプロセス全体を記録に残し、
そのドキュメンテーションを公開したり共有したりすること。

• プロセスドキュメンテーションでは、参与観察や聞き取りから生まれるフィー
ルドノーツ、それに基づく分析メモ、そしてエッセイを、共有・公開。

• 研究ライフサイクルは、主に研究者個人に閉ざされたプロセス。
• フィールドノーツなどのデータは非公開・非共有（公開や共有すべきではな
い性質）。

プロセスドキュメンテーション

従来のエスノグラフィ



事例：グリーンウッドワーク



事例：グリーンウッドワーク
開催2022年8月、場所：京都京北エリア

森を散策し、そこで採取した丸太を加工し木彫りのスプーンを作成する

ワークショップ

・参加者８名がそれぞれ書いたフィールドノート

・参加者が撮った写真や動画

・GoPro手持ちカメラで撮った手元の作業動画

・固定カメラで全体を撮ったタイムラプス動画

・出来上がった木彫りのスプーン

概要

データ



🟡 既存のプラットフォームを使ったことでデータが散逸
🟡 ダッシュボード機能の必要性

事例：グリーンウッドワーク
プロセスドキュメンテーションの過程

データを分析・編集

データの共有

Slack、GooglePhoto、Dropbox

分析や編集の過程を、
Notionに記録

エッセイとそれに対応した映像を作成



Open Ethnography
……2023年度〜。フィールドデータをオープンに管理・分析するためのツール。
大阪大学 製作、合同会社テンマド システム開発。

● 複数の人がさまざまな種類のフィールドデータを共有でき、分析を共同的に進められる
● 調査協力者もOpen Ethnographyに参加することによる、さらなるコラボレーション

Open Ethnographyの開発

２０２３

人間科学研究科

エスノグラフィ・ラボ

オープン・エスノグラフィ

• エスノグラフィの研究データ：
フィールドノート（テキスト、写
真や映像）

• 分析⇒論文作成のサポート
• 研究データ共有・公開促進
• 応用分野融合の促進

デザイン、建築、
教育、都市計画、

etc.

一般参加者、
ステークホルダー

学外・応用分野

生成

限定的な共有／公開



Open Ethnographyのダッシュボード



Open Ethnographyの活用例：
Bridge Studio 実測実習



Open Ethnographyの活用例：
Bridge Studio 実測実習

● 京都市左京区浄土寺。元小児科医院の洋館を改装したシェアス
タジオ

● 能作文徳先生（建築家、東京科学大学准教授）の指導のもと、
大阪大学、東京科学大学、京都工芸繊維大学などの学生、教員、
Bridge Studio研究パートナー、デザイナーなど多様な参加者。

● 建物の測量を行い、多様な関係者の間でフィールドノーツ、実測図
の作成 ⇛ Open Ethnographyにアップロード

Bridge Studio



• 公開時のメタデータ等についての確認。

• 部局（人科）の成果物として

• 著者の情報について相談、ファイルサイズ

の微調整等のやり取り

• CC BY付与、DOI付与

• エスノグラフィの新たな形式の研究データ

としてオープン化

大阪大学

エスノグラフィ・ラボ

研究データストレージ

機関リポジトリ

Open Ethnography

保存

広範囲な公開・アクセス

生成

OUKA上で研究データを公開
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